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1.  平成26年3月期第1四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年6月30日） 

（注）25年３月期第１四半期の対前年同四半期増減率は、会計方針の変更に伴い遡及修正が行われたため、記載しておりません。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上収益 税引前利益 四半期利益
親会社の所有者に帰
属する四半期利益

四半期包括利益合計
額

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第1四半期 100,425 8.4 20,123 △22.2 12,334 △46.9 12,302 △47.0 24,586 485.4
25年3月期第1四半期 92,615 ― 25,880 ― 23,234 ― 23,215 ― 4,200 ―

基本的1株当たり四半期利益 希薄化後1株当たり四半期利益
円 銭 円 銭

26年3月期第1四半期 28.51 28.49
25年3月期第1四半期 53.81 53.79

資産合計 資本合計 親会社の所有者に帰属する
持分

親会社所有者帰属持分
比率

百万円 百万円 百万円 ％

26年3月期第1四半期 629,500 480,135 480,295 76.3
25年3月期 618,084 470,547 470,733 76.2

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
（注）当社の配当金は、最終利益確定後、今後の設備投資や研究開発あるいは企業買収等の資金需要とのバランスを考え、その時点の株価の動向や経済環
境等を考慮に入れながら決定するため、配当予想は未定とさせていただいております。中間配当金は、10月下旬または11月上旬の第２四半期連結累計期間の
決算発表時に公表し、期末配当金の予想は４月下旬または５月上旬の期末決算発表時に公表します。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 30.00 ― 35.00 65.00
26年3月期 ―
26年3月期（予想） ― ― ― ―

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有  
（注）１．当社は、第１四半期（４月１日より６月30日まで）の決算発表時（７月下旬または８月上旬）に第２四半期連結累計期間の連結業績予想を公表し、第３四
半期（10月１日より12月31日まで）の決算発表時(翌年１月下旬または２月上旬）に通期の連結業績予想を公表しております。 
２．上記連結業績予想につきましては、非継続事業を含む全事業の業績について表示しております。 

売上収益 税引前利益 当期利益
親会社の所有者に帰属

する当期利益
基本的1株当た

り当期利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 200,000 7.7 34,000 △18.8 23,500 △37.7 23,500 △37.6 54.46
通期 ― ― ― ― ― ― ― ― ―



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法
に基づく四半期報告書のレビュー手続きが実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．当社グループは平成22年３月31日に終了する連結会計年度にＩＦＲＳを初めて適用し、当連結会計年度及び前連結会計年度の連結財務諸表につきまして、
国際会計基準に準拠して開示しております。 
２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資
料４ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （２）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
３．当社は、平成25年７月31日（水）に証券アナリスト・投資家様向け連結決算説明会を開催する予定です。説明会の資料は、本日、東証への開示に合わせて当
社ホームページにて公開しております。また、説明会の概要をテキストにまとめたものを後日当社ホームページにて公開いたしますので、ご利用ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① IFRSにより要求される会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期1Q 435,017,020 株 25年3月期 435,017,020 株
② 期末自己株式数 26年3月期1Q 3,495,829 株 25年3月期 3,520,879 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期1Q 431,507,343 株 25年3月期1Q 431,425,624 株



  

  

（注） 当社は、下記のとおり投資家向け説明会を開催する予定です。説明会の資料は、本日、東証への開示に合わせて 

当社ホームページにて公開しております。また、説明会の概要をテキストにまとめたものを後日当社ホームページ 

にて公開いたしますので、ご利用ください。 

平成25年７月31日（水）……………… 証券アナリスト・投資家様向け連結決算説明会 
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

①全般の状況 

当第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から同年６月30日までの３ヶ月間）の世界経済は米国経済の回

復を好感しつつも、欧州の債務危機問題の長期化や中東諸国における内戦の継続、また中国経済の減速など景気の

下振れ懸念があることから、依然として不透明な状況で推移いたしました。 

わが国におきましては、新政権の経済政策への期待感を背景に、長期間続いた円高基調の是正や株価の上昇

等、緩やかな持ち直しの傾向が見られました。 

当社グループでは、情報・通信事業においては、スマートフォン、タブレット型パソコン（ＰＣ）に関連する

製品は好調に推移しましたが、ノート型ＰＣ及びデジタルカメラに関連する製品といったこれまで当社の業績をけ

ん引してきた製品群の伸び悩みが顕著となりました。一方、ライフケア事業におきましては、メガネレンズがタイ

洪水の影響を受けた前年同期（平成24年４月１日から同年６月30日までの３ヶ月間）に比べて順調に回復するな

か、事業の譲受もあり、またコンタクトレンズや内視鏡の事業も堅調で、円安の影響もあり大きく伸長しました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上収益は、 百万円と、前年同期に比べて ％の増収とな

りました。 

税引前四半期利益は 百万円、四半期利益は 百万円となり、それぞれ前年同期に比べて ％、

％の大幅な減益となりました。これは、前年同期に、タイの洪水により被災した固定資産等及び利益保険の一

部について受領した「保険金収入」110億38百万円と、メガネレンズの製造・販売を営む関連会社であった

OPTOTAL HOYA S.A.（現OPTOTAL HOYA LIMITADA）の株式追加取得により連結子会社になったことに伴う「段階取得

に係る差益」22億69百万円を計上しているためであります。 

税引前四半期利益率は20.0％となり前年同期の27.9％より7.9ポイント低下しました。 

なお、当第１四半期連結累計期間、前年同期ともに非継続事業はありませんので、表示の数値及び増減率は全

て継続事業によるもののみであります。 

   

②報告セグメントごとの状況 

 報告セグメントごとの業績は次のとおりであります。（各セグメントの売上収益は、外部顧客に対するものであ

ります。） 

（情報・通信事業） 

＜エレクトロニクス関連製品＞ 

半導体関連製品は、市場で先端品の開発が進み、前年同期に比べて増収となりました。液晶関連製品は、スマ

ートフォン及びタブレットＰＣ等向けの需要が堅調であったことに加え、昨年末から動き出したＴＶ向けの大型マ

スク需要が継続したことにより、前年同期に比べて増収となりました。 

一方、ＨＤＤ用のガラスディスク（サブストレート）につきましては、ノート型ＰＣからタブレットＰＣ及び

スマートフォン等のＨＤＤを使用しない製品に市場の需要がシフトしつつある状況に加え、前年同期にはＨＤＤメ

ーカーのタイ洪水からの立ち上がりに対応する形で通常より出荷が特別に増えたこともあり、当第１四半期連結累

計期間は減収となりました。 

   

＜映像関連製品＞ 

デジタルカメラの市場では、特にコンパクトカメラからスマートフォンに需要が大きくシフトしております。

当社のデジタルカメラ用レンズにつきましては、一部の交換レンズ向け製品は伸びたものの、コンパクトカメラ及

びレンズ交換式カメラ向けを含めた全体としては前年同期に比べて減収となりました。 

  

この結果、当セグメント（情報・通信事業）の売上収益は、390億５百万円と、前年同期に比べて12.9％の減収

となりました。セグメント利益（税引前四半期利益）は88億81百万円と、前年同期に比べて9.1％の減益となりま

した。 

   

１．当四半期決算に関する定性的情報

1,004億25 8.4

201億23 123億34 22.2

46.9
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（ライフケア事業） 

＜ヘルスケア関連製品＞ 

メガネレンズにつきましては、平成23年10月のタイの洪水の影響から売上が回復していることに加え、セイコ

ーエプソン株式会社からの事業譲受があったこと、さらに円安の進行と合わせて、前年同期に比べて大きく増収と

なりました。一方、上述のように、前年同期には、タイ洪水被害に対応する「保険金収入」110億38百万円と、子

会社株式の「段階取得に係る差益」22億69百万円を税引前四半期利益に計上していましたことから、税引前四半期

利益は大きく減益となりました。 

コンタクトレンズにつきましては、専門小売店「アイシティ」の新規出店、高付加価値商品の販売拡大、ま

た、既存店についても集客数の増加により販売数量が伸びたため、前年同期に比べて増収となりました。 

  

＜メディカル関連製品＞ 

医療用内視鏡は、欧州、日本において昨年秋に発売したハイエンドシリーズの新製品が好調に販売を伸ばした

ほか、アジア・大洋州の市場も好調に推移しました。また、北米市場においても、高機能のプロセッサ及びスコー

プの販売が好調に推移したことなどにより、前年同期に比べて増収となりました。 

眼内レンズ(ＩＯＬ)は、すでにお知らせしていますように、前第４四半期連結会計期間に一部の製品の自主回

収をしました関係で、前年同期に比べて減収となりました。 

  

この結果、当セグメント(ライフケア事業)の売上収益は607億59百万円と、前年同期に比べて28.3％の増収とな

りました。一方、セグメント利益は90億51百万円と、前年同期に上記の特殊増益要因があった影響で、逆に53.7％

の大幅な減益となりました。 

  

（その他） 

その他事業は主に、情報システムサービスを提供する事業及び新規事業等であります。当セグメント（その

他）の売上収益は６億52百万円と、前年同期に比べて34.3％の増収となりました。セグメント利益は73百万円と、

前年同期に比べて62.5％の減益となりました。 
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（２）連結業績予想に関する定性的情報 

 通期の連結業績予想 

 当社グループの情報・通信事業の製品群は、その多くが中間生産材・部材であり、当社製品を使用して製造され

るハイテク部品、さらにそれらを使用して製造されるデジタル家電製品等 終消費財の景況によってその伸長が大

きく左右されます。また、海外売上比率が大きく、為替変動の影響を受ける可能性が大きいことから、長期の連結

業績予想が困難であります。 

 そこで、第１四半期（４月１日より６月30日まで）の決算発表時に第２四半期連結累計期間の連結業績予想を公

表し、第３四半期（10月１日より12月31日まで）の決算発表時に通期の連結業績予想を公表しております。 

 本日、「平成26年３月期 第１四半期決算短信[IFRS]（連結）」を開示いたしましたので、平成26年３月期第２

四半期連結累計期間の連結業績の予想を公表いたしました。当該期間の連結業績予想としましては初めての公表に

なります。  

  

①平成26年３月期第２四半期（累計）連結業績予想（平成25年４月１日～平成25年９月30日）  

（a）前回発表予想との比較                                                             （単位：百万円）

  

（b）前第２四半期連結累計期間の実績値との比較                                      （単位：百万円） 

   

  
売上収益 

(全事業） 

税引前利益 

(全事業） 

四半期利益 

(全事業） 

親会社の所有者 

に帰属する 

四半期利益 

基本的 

１株当たり 

四半期利益 

前回発表予想（Ａ） 
  

 －  －  －

 

 －

円 銭

 －

今回発表予想（Ｂ）  200,000  34,000  23,500  23,500  54.46

増減額（Ｂ－Ａ）  －  －  －  －  －

増減率（％）  －  －  －  －  －

  
売上収益 

(全事業） 

税引前利益 

(全事業） 

四半期利益 

(全事業） 

親会社の所有者 

に帰属する 

四半期利益 

基本的 

１株当たり 

四半期利益 

前第２四半期連結累計

期間実績（Ａ） 

（平成25年３月期） 

  

 185,717  41,896  37,748

 

 37,684

円 銭

 87.34

今回発表予想（Ｂ）  200,000  34,000  23,500  23,500  54.46

増減額（Ｂ－Ａ）  14,283  △7,896  △14,248  △14,184  △32.88

増減率（％）  7.7  △18.8  △37.7  △37.6  －
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②前第２四半期連結累計期間との差異が生じた理由 

＜売上収益＞  

 前第２四半期連結累計期間は、タイ洪水被害によりメガネレンズの主力工場の生産能力及び受注が復調しません

でしたが、当第２四半期連結累計期間には、洪水被害以前の状態へ回復に向かい、また、円安及びＭ＆Ａによる売

上寄与のため、ライフケア事業、特にメガネレンズの売上収益について、大幅な増収が見込まれます。 

 一方、情報・通信事業において、当第２四半期連結累計期間では、ＨＤＤ用のガラスディスク及びデジタルカメ

ラ用レンズ等の製品において売上が伸び悩み、減収が見込まれます。 

 以上の結果、前第２四半期連結累計期間に比べて142億83百万円（7.7％）の増収となる見通しです。 

  

＜税引前利益・当期利益＞ 

 前第２四半期連結累計期間に計上したタイ洪水被害に対応する保険金収入160億80百万円及び子会社株式の段階

取得に係る差益22億38百万円、円高による為替差損44億69百万円に対し、当第１四半期連結累計期間に円安による

為替差益58億９百万円及び当該為替差益に対する法人所得税の影響により、前第２四半期連結累計期間に比べてそ

れぞれ78億96百万円（△18.8％）、142億48百万円（△37.7％）の減益となる見通しです。 

   

※上記の業績予想は、現時点で入手可能な情報から得られた判断に基づいておりますが、リスクや不確実性を含ん

でおります。実際の業績は、様々な要素により、これら業績予想とは大きく異なる結果となり得ることをご承知お

き下さい。実際の業績に影響を与えうる重要な要素には当社の事業を取り巻く経済情勢、市場の動向、為替レート

の変動などが含まれます。   

HOYA㈱ (7741) 平成26年3月期第1四半期決算短信(IFRS)

－5－



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 当四半期連結累計期間において、連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動はありません。 

  

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更 

① 重要な会計方針 

 以下を除き、当社グループが本要約四半期連結財務諸表において適用する会計方針は、平成25年３月31日に終了

した連結会計年度に係る連結財務諸表において適用した会計方針と同一であります。 

 当第１四半期連結累計期間の表示形式に合わせ、比較情報の要約四半期連結財務諸表を一部組み替えて表示して

おります。 

 当社グループは、第１四半期連結会計期間より以下の基準を採用しております。 

  

  

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

IFRS 新設・改訂内容及び経過措置の概要 

IAS第１号 財務諸表の表示 ・その他の包括利益がどのように表示されるかについての取り扱いの改

訂 

・比較情報に関する以下の規定の明確化 

・完全な１組の財務諸表としては、１つの比較期間(前期）のみが求め

られる（ 低限の比較情報） 

・IFRSで要求される 低限の比較情報に加えて表示される比較情報（追

加の比較情報）を財務諸表として表示した場合は、それに関連する注

記を記載する 

・会計方針の変更、遡及的修正再表示又は組替えの結果、前期の期首財

政状態計算書に重要な影響が生じる場合には、 低限の比較情報に加

え、前期期首の財政状態計算書（３番目の計算書）を表示する 

・上記の前期期首財政状態計算書について、会計方針の変更、遡及的修

正再表示又は組替えに関する特定の注記以外の注記の開示は要求され

ない 

IAS第16号 有形固定資産 ・交換部品、予備器具及び保守器具について有形固定資産の定義（一会

計期間を超えて使用される等）を満たす場合には、有形固定資産に分

類され、それ以外の場合には、棚卸資産として分類 

IAS第19号 従業員給付 ・確定給付制度債務や制度資産の変動の影響の処理について遅延認識を

廃止し、すべて即時認識とする処理への改訂 

・数理計算上の差異は、純損益に認識する選択肢を廃止し、その他の包

括利益として認識し、純損益への振替をしない方法への改訂 

・期待運用収益を廃止し、利息費用の計算方法を改訂 

・退職後給付に関する開示内容の拡充 

IAS第27号 個別財務諸表 ・現行のIAS第27号の連結規定をIFRS第10号に置換 

IAS第28号 関連会社及び共同支配企業に

対する投資 

・IFRS第10号、IFRS第11号及びIFRS第12号の公表に基づく変更 

IAS第32号 金融商品：開示 ・資本性金融商品の保有者に対する分配に関連する法人所得税及び資本

取引の取引コストに関連する法人所得税は、IAS第12号に従い会計処

理しなければならないことを明確化 

IAS第34号 期中財務報告 ・特定の報告セグメントについての資産合計及び負債合計は、当該金額

が 高経営意思決定者に定期的に提供され、かつ、直前の年次財務諸

表に開示された金額から重要な変動が存在した場合にのみ、期中財務

報告において別個に開示される 

IFRS第７号 金融商品：開示 ・企業が認識した金融資産及び金融負債に関連する相殺の権利を含む、

相殺したすべての金融商品に関する情報、強制可能なマスターネッテ

ィング・アグリーメント等に関する情報の開示 
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 それぞれの経過規定に準拠して適用しております。なお、早期適用した基準書はありません。 

 上記の基準書については、当第１四半期連結累計期間において重要な影響はありません。 

 IAS第19号の改訂に伴う会計方針の変更は遡及適用され、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度につい

ては、適用後の要約四半期連結財務諸表となっております。影響を受ける要約四半期連結財務諸表の各表示項目は

下記のとおりであります。 

  

 要約四半期連結財政状態計算書                               （単位：百万円）

  

IFRS 新設・改訂内容及び経過措置の概要 

IFRS第10号 連結財務諸表 ・すべての企業に対して適用すべき、支配の定義、支配の要素及び支配

の評価を含む単一の連結規定を定める 

IFRS第11号 共同支配の取決め ・共同支配をする複数の当事者間での取り決めに関し、ジョイント・オ

ペレーション（現行の共同支配の資産と共同支配の営業活動の概念を

結合）又はジョイント・ベンチャー（現行の共同支配企業の概念）に

分類 

・ジョイント・ベンチャーの持分に持分法会計の使用を要求し、比例連

結法を削除する 

・ジョイント・オペレーションについては、その持分に関連した資産、

負債、収益及び費用を認識する 

IFRS第12号 他の企業への関与の開示 ・他の企業に対する持分の性質及びそれらに係るリスク、並びにそれら

の持分が企業の財務諸表に与える影響を開示する要求の統合 

IFRS第13号 公正価値測定 ・公正価値で測定される金融商品と非金融商品項目の双方に適用する単

一のガイダンスの新設 

  

前連結会計年度 

（平成25年３月31日） 

従前報告額 

IAS第19号改訂による 

調整額 

前連結会計年度 

（平成25年３月31日） 

修正後 

繰延税金資産  15,464  9  15,473

非流動資産合計  195,917  9  195,927

資産合計  618,074  9  618,084

利益剰余金  485,953  △117  485,836

累積その他の包括利益  △24,220  △21  △24,241

親会社の所有者に帰属する持分  470,872  △138  470,733

資本合計  470,685  △138  470,547

退職給付に係る負債  1,309  148  1,457

非流動負債合計  68,655  148  68,802

負債合計  147,389  148  147,537

資本及び負債合計  618,074  9  618,084
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 要約四半期連結包括利益計算書                               （単位：百万円）

    

② 見積り及び判断の利用 

 ＩＦＲＳに準拠した要約四半期連結財務諸表の作成にあたり、経営者は見積り及び判断を利用しております。 

 経営者による見積り及び判断は、要約四半期連結財務諸表の報告日の資産、負債の金額及び偶発負債の開示、並

びに収益及び費用として報告した金額に影響を与えております。 

 本要約四半期連結財務諸表における重要な会計上の見積り及び見積りを伴う判断は、原則として、平成25年３月

31日に終了した連結会計年度に係る連結財務諸表と同様であります。 

 会計上の見積りに利用した仮定は、過去の経験及び利用可能な情報を適切に収集して設定しており、そのため実

績値と異なる可能性があります。 

 なお、会計上の見積り及び重要な仮定は、継続的に見直しを行っております。 

  

前第１四半期連結累計期間 

（自 平成24年４月１日 

至 平成24年６月30日) 

従前報告額 

IAS第19号改訂による 

調整額 

前第１四半期連結累計期間

（自 平成24年４月１日 

至 平成24年６月30日) 

修正後 

人件費  22,880  △82  22,798

金融費用  694  18  711

費用合計  80,924  △64  80,860

税引前四半期利益  25,816  64  25,880

法人所得税  2,619  27  2,646

継続事業からの四半期利益  23,197  37  23,234

四半期利益  23,197  37  23,234

在外営業活動体の換算損益  △19,148  △5  △19,154

その他の包括利益（損失）合計  △19,029  △5  △19,034

四半期包括利益（損失）  4,168  32  4,200

四半期利益の帰属： 

親会社の所有者 
 23,178  37  23,215

四半期包括利益（損失）の帰属： 

親会社の所有者 
 4,176  32  4,207

基本的１株当たり四半期利益  53.72  0.09  53.81

希薄化後１株当たり四半期利益  53.71  0.08  53.79
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３．四半期連結財務諸表

（１）要約四半期連結財政状態計算書

（単位：百万円）

 
注記 

前連結会計年度 

（平成25年３月31日） 

当第１四半期連結会計期間

（平成25年６月30日） 

資産       

非流動資産:       

有形固定資産－純額    140,747  139,024

のれん    8,367  9,341

無形資産    19,189  18,822

持分法で会計処理されている投資    534  1,501

長期金融資産    9,150  8,337

その他の非流動資産    2,467  2,601

繰延税金資産    15,473  14,928

非流動資産合計    195,927  194,553

流動資産:       

棚卸資産    66,720  65,029

売上債権及びその他の債権    88,824  83,197

その他の短期金融資産    9,210  11,097

未収法人所得税      722  999

その他の流動資産 １    7,786  14,883

現金及び現金同等物      248,896  259,699

小計      422,157  434,904

売却目的で保有する資産      －  43

流動資産合計    422,157  434,947

資産合計      618,084  629,500
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（注）１．当社は、平成19年３月期から平成23年３月期までの５事業年度につき、エレクトロニクス関連製品の開発・製

造をおこなう当社の海外関係会社と当社との取引に関して、平成25年６月26日に、東京国税局より移転価格税

制に基づく更正通知書を受領しました。当該更正処分による法人所得税（付帯税を含む）への影響額は8,419

百万円であります。なお、対象事業年度に繰越欠損金があったため、追徴税額は3,309百万円であり、未払法

人所得税に計上しております。当社の主張と東京国税局の見解は、明らかに相違があるため、法令に則り、更

正処分の取り消しを求めてまいります。このため、上記影響額を仮払法人所得税として、その他の流動資産に

含めております。  

  

（単位：百万円）

  
注記 

前連結会計年度 

（平成25年３月31日） 

当第１四半期連結会計期間

（平成25年６月30日） 

資本及び負債       

資本       

資本金    6,264  6,264

資本剰余金    15,899  15,899

自己株式    △10,712  △10,635

その他の資本剰余金    △2,313  △2,279

利益剰余金    485,836  483,035

累積その他の包括利益    △24,241  △11,989

親会社の所有者に帰属する持分    470,733  480,295

非支配持分    △187  △160

資本合計    470,547  480,135

負債       

非流動負債:       

長期有利子負債    60,837  60,777

その他の長期金融負債    149 －

退職給付に係る負債    1,457  1,520

その他の引当金    1,975  2,051

その他の非流動負債    2,224  2,366

繰延税金負債    2,160  3,546

非流動負債合計    68,802  70,260

流動負債:       

短期有利子負債    1,891  1,402

仕入債務及びその他の債務    40,415  37,907

その他の短期金融負債    385  812

未払法人所得税    5,680  9,311

その他の引当金    800  761

その他の流動負債    29,564  28,911

流動負債合計    78,735  79,105

負債合計    147,537  149,365

資本及び負債合計    618,084  629,500
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（２）要約四半期連結包括利益計算書

(単位：百万円)

    前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間

  注記 （自 平成24年４月１日 （自 平成25年４月１日 

    至 平成24年６月30日） 至 平成25年６月30日）

継続事業       

収益:       

売上収益    92,615  100,425

金融収益    278  930

その他の収益 １  13,848  537

収益合計    106,741  101,892

費用:       

商品及び製品・仕掛品の増減    401  525

原材料及び消耗品消費高    17,853  21,003

人件費    22,798  25,822

減価償却費及び償却費    6,992  8,506

外注加工費    1,305  1,103

広告宣伝費及び販売促進費    2,501  2,719

支払手数料    5,220  5,061

減損損失    302  692

金融費用    711  305

持分法による投資損失    388  373

為替差損益     2,326  △5,809

その他の費用    20,061  21,470

費用合計    80,860  81,769

税引前四半期利益    25,880  20,123

法人所得税     2,646  7,789

継続事業からの四半期利益    23,234  12,334

四半期利益    23,234  12,334

        

その他の包括利益:       

売却可能金融資産評価損益    △4  △249

在外営業活動体の換算損益    △19,154  12,383

持分法適用関連会社のその他の包括利益持分    133  21

その他の包括利益（損失）に関する法人所得税    △10  97

その他の包括利益（損失）合計    △19,034  12,252

四半期包括利益（損失）    4,200  24,586

        

四半期利益の帰属:       

親会社の所有者    23,215  12,302

非支配持分    19  33

合計    23,234  12,334

        

四半期包括利益（損失）の帰属:       

親会社の所有者    4,207  24,554

非支配持分    △8  33

合計    4,200  24,586
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（注）１．前第１四半期連結累計期間におけるその他の収益には、平成23年10月に発生したタイ洪水被害に対応する保険

金収入11,038百万円及び子会社株式の段階取得に係る差益2,269百万円が含まれております。  

(単位：円)

    前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間

  注記 （自 平成24年４月１日 （自 平成25年４月１日 

    至 平成24年６月30日） 至 平成25年６月30日） 

基本的１株当たり四半期利益       

継続事業    53.81  28.51

非継続事業    －  －

基本的１株当たり四半期利益合計    53.81  28.51

希薄化後１株当たり四半期利益       

継続事業    53.79  28.49

非継続事業    －  －

希薄化後１株当たり四半期利益合計    53.79  28.49
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（３）要約四半期連結持分変動計算書

(単位：百万円)

  
注記 資本金 資本剰余金 自己株式 

その他の 

資本剰余金 
利益剰余金 

平成24年４月１日残高     6,264  15,899  △10,928  △2,505  442,898

IAS第19号改訂による調整額     △1,198

平成24年４月１日残高（修正後）    6,264  15,899  △10,928  △2,505  441,700

四半期包括利益（損失）             

四半期利益            23,215

その他の包括利益（損失）             

四半期包括利益（損失）合計            23,215

所有者との取引額             

所有者による拠出及び 

所有者への分配             

自己株式の取得        △1     

自己株式の処分        1  △1   

配当（１株当たり35.00円）            △15,100

その他の非支配持分の増減            

株式報酬取引 

（ストック・オプション）          85   

所有者による拠出及び 

所有者への分配合計        1  85  △15,100

所有者との取引額合計        1  85  △15,100

平成24年６月30日残高    6,264  15,899  △10,928  △2,421  449,815

  

注記 

        

親会社の 

所有者に 

帰属する 

持分 

  

  

非支配

持分 

  

  

資本合計

売却可

能金融

資産評

価損益 

在外営業 

活動体の 

換算損益 

持分法適 

用関連会 

社のその 

他の包括

利益持分 

累積その 

他の包括 

利益 

平成24年４月１日残高    186  △64,869  △2,143  △66,826  384,802 △149 384,653

IAS第19号改訂による調整額                      △1,198      △1,198

平成24年４月１日残高（修正後）    186  △64,869  △2,143  △66,826  383,604 △149 383,455

四半期包括利益（損失）                 

四半期利益            23,215  19 23,234

その他の包括利益（損失）   △2  △19,138  133  △19,008  △19,008  △27  △19,034

四半期包括利益（損失）合計   △2  △19,138  133  △19,008  4,207  △8  4,200

所有者との取引額                 

所有者による拠出及び 

所有者への分配                 

自己株式の取得            △1    △1

自己株式の処分            1   1

配当（１株当たり35.00円）            △15,100  △132  △15,232

その他の非支配持分の増減            

株式報酬取引 

（ストック・オプション）            85   85

所有者による拠出及び 

所有者への分配合計            △15,015  △132  △15,146

所有者との取引額合計            △15,015  △132  △15,146

平成24年６月30日残高    183  △84,007  △2,010  △85,834  372,796 △288 372,508
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(単位：百万円)

  
注記 資本金 資本剰余金 自己株式 

その他の 

資本剰余金 
利益剰余金 

平成25年４月１日残高    6,264  15,899  △10,712  △2,313  485,836

四半期包括利益（損失）             

四半期利益            12,302

その他の包括利益（損失）             

四半期包括利益（損失）合計            12,302

所有者との取引額             

所有者による拠出及び 

所有者への分配             

自己株式の取得        △0     

自己株式の処分        77  △37   

配当（１株当たり35.00円）            △15,102

その他の非支配持分の増減             

株式報酬取引 

（ストック・オプション）          71   

所有者による拠出及び 

所有者への分配合計        76  34  △15,102

所有者との取引額合計        76  34  △15,102

平成25年６月30日残高    6,264  15,899  △10,635  △2,279  483,035

  

注記 

        

親会社の 

所有者に 

帰属する 

持分 

  

  

非支配

持分 

  

  

資本合計

売却可

能金融

資産評

価損益 

在外営業 

活動体の 

換算損益 

持分法適 

用関連会 

社のその 

他の包括

利益持分 

累積その 

他の包括 

利益 

平成25年４月１日残高    569  △22,839  △1,972  △24,241  470,733 △187 470,547

四半期包括利益（損失）                 

四半期利益            12,302  33 12,334

その他の包括利益（損失）   △161  12,392  21  12,252  12,252  △0  12,252

四半期包括利益（損失）合計   △161  12,392  21  12,252  24,554  33  24,586

所有者との取引額                 

所有者による拠出及び 

所有者への分配                 

自己株式の取得            △0    △0

自己株式の処分            39   39

配当（１株当たり35.00円）            △15,102  △6  △15,108

その他の非支配持分の増減                        

株式報酬取引 

（ストック・オプション）            71   71

所有者による拠出及び 

所有者への分配合計            △14,992  △6  △14,998

所有者との取引額合計            △14,992  △6  △14,998

平成25年６月30日残高    409  △10,447  △1,951  △11,989  480,295 △160 480,135
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 該当事項はありません。 

  

①報告セグメントの収益源の製品及びサービス 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち、分離された財務情報が入手可能であり、 高経営

意思決定機関である取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい

るセグメントであります。 

 当社グループは、経営理念にて「情報・通信」及び「生活・文化」という事業ドメインを定めており、当該事業ドメイ

ンでの継続的な企業価値の増大を実現するため、経営資源の配分に関する意思決定を行い、業績をモニタリングしており

ます。 

 したがって、当社グループは上記事業ドメインに対応したセグメントから構成されており、「情報・通信」事業、「ラ

イフケア」事業及び「その他」事業の３つを報告セグメントとしております。 

 「情報・通信」事業では、情報のデジタル化やインターネットの出現により発展した多種・多様なアプリケーション製

品群を対象分野としております。現代のデジタル情報・通信技術にとって不可欠なエレクトロニクス関連製品と、光学技

術をベースに画像・映像をデジタル情報として取り込むために必要な映像関連製品など、情報・通信分野におけるＩ／Ｏ

（Input/Output Device; 周辺機器）関連製品を幅広く製造・販売しております。 

 「ライフケア」事業は、健康や医療分野において日常生活で使用されるヘルスケア関連製品と、医療行為などに使用さ

れる医療機器及び医療材料などのメディカル関連製品を製造・販売しております。当該事業の特徴として薬事法などの承

認・認可を必要とし、高度な技術力と信頼性の高い品質管理体制が重要な要件となっております。 

 「その他」事業は、主に情報システムサービスを提供する事業及び新規事業等であります。 

 上記のように決定された報告セグメントにおける主要製品及び役務は次のとおりであります。 

   

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

報告セグメント 主要製品及び役務 

情報・通信 エレクトロニクス関連製品 半導体用マスクブランクス・フォトマスク、液晶用マスク、 

ＨＤＤ用ガラスディスク 

映像関連製品 光学レンズ・光学ガラス材料、デジタルカメラモジュール、 

オプトデバイス、各種レーザー機器 

ライフケア ヘルスケア関連製品 メガネレンズ、コンタクトレンズ 

メディカル関連製品 内視鏡、処置具（メディカルアクセサリー）、眼内レンズ、人工骨、 

金属製整形インプラント 

そ の 他 情報システム構築、業務請負 
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②セグメント収益及び業績 

 当社グループの報告セグメントによる継続事業からの収益及び業績は以下のとおりであります。 

                                            （単位：百万円）

（注）１．セグメント利益の調整額 百万円には、セグメント間取引消去 百万円、当社本社部門、研究開発部

門及び海外の地域持株会社に係る損益（関係会社からの受取配当金消去後） 百万円が含まれておりま

す。 

２．ライフケアのセグメント利益には、平成23年10月に発生したタイ洪水被害に対応する保険金収入 百万円

及び子会社株式の段階取得に係る差益 百万円が含まれております。 

  

                                              （単位：百万円）

（注）１．外部顧客からの売上収益の調整額 百万円は、報告セグメントに含まれない研究開発部門によるものでありま

す。 

２．セグメント利益の調整額 百万円には、セグメント間取引消去 百万円、当社本社部門、研究開発部門及

び海外の地域持株会社に係る損益（関係会社からの受取配当金消去後） 百万円が含まれております。  

   

当第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日） 

  

 該当事項はありません。 

前第１四半期連結累計期間

（自 平成24年４月１日 

至 平成24年６月30日） 

情報・通信 ライフケア その他 小計 調整額 連結 

外部顧客からの売上収益  44,773  47,357  485  92,615  －  92,615

セグメント間の売上収益  49  1  662  711  △711  －

計  44,821  47,357  1,147  93,326  △711  92,615

セグメント利益 

（税引前四半期利益）  9,769  19,528  195  29,492  △3,612  25,880

△3,612 △12

△3,600

11,038

2,269

当第１四半期連結累計期間

（自 平成25年４月１日 

至 平成25年６月30日） 

情報・通信 ライフケア その他 小計 調整額 連結 

外部顧客からの売上収益  39,005  60,759  652  100,415  10  100,425

セグメント間の売上収益  60  －  538  598  △598  －

計  39,065  60,759  1,190  101,014  △589  100,425

セグメント利益 

（税引前四半期利益）  8,881  9,051  73  18,005  2,118  20,123

10

2,118 △9

2,127

（６）重要な後発事象
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